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買う前の不安と買った後の疑問に答える

今までのパソコンとはまったく違うコンセプトと印象的なデザインで話題のiMacは、ネットワークで使うことを前提と
したコンピュータだと言えます。フロッピーディスクをなくした代わりに56Kモデムや100BASE-TXのイーサネット
ポートを内蔵するなど、高速なネットワーク環境を装備しています。また、周辺機器はすべてUSBで接続しなければな
らないなど、今までコンピュータを使ってきた人なら、「ちゃんと使えるのだろうか？」と悩むことでしょう。そこで、そう
いった読者のみなさんの買う前の不安と買った後の疑問にお答えします。前号ではインターネットへの接続に関する質問
と印刷に関する質問にお答えしましたが、今号では、今まで使っていたマックやウィンドウズマシンなど、ほかのコンピュ
ータとのデータ共有に関する質問にお答えします。

吉田浩章

データ共有編
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iMacには、これまでのマックに備

わっていたLocalTalkのポートがあり

ません。必然的に10BASE-Tか100

BASE-TXによるイーサネットでの接

続となります。

まず、物理的なネットワーク接続

をします。iMacを含めて2台のマッ

クしかないならツイストペア（10

BASE-T/100BASE-TX用のイーサ

ネットケーブル）のクロスケーブルで

直結すればOKです（ツイストペアケ

ーブルには、ストレートケーブルとク

ロスケーブルがあります）。3台以上

なら、ハブを用いて接続しておきま

す（図1）。この場合はストレートケ

ーブルを用います。次にMacOSの

設定ですが、MacOSにはあらかじめ

ファイル共有の機能が備わっている

ので、マック同士でファイルを共有

するのに特別なソフトは必要ありま

せん。MacOSの「AppleShare」

という機能を使えばファイルが共有

できます。もちろん、iMacと今まで

使っていたマックのどちらをファイル

サーバーにしてもかまいません。順を

追って説明しましょう。

イーサネットケーブルで直結するか、ハブを用いて接続します。
データの共有方法は、MacOSの
「AppleShare」という機能を利用します。

今まで使っていたマックとiMacとの間で
データを共有する方法は？1

ハブ 
 

イーサネットケーブル 

MacintoshiMac Macintosh

AppleShareの設定方法

すべての
マック

アップルメニュー
から「セレクタ」

を開いて、AppleTalkの
チェックボタンの「使用」
をチェックします。

1

ファイルを置く側（ファイルサー
バーとなる）のマックのアクセス

権を設定します。ここでは例としてフ
ァイルやフォルダにアクセスできるユー
ザーを1人設定します。まず、コントロ
ールパネルから「利用者＆グループ」を
開いて「新規利用者」ボタンを押します。

1 ダイアログが
表示された

ら、「表示項目」の
ポップアップメニュ
ーを「ID」にして名
前とパスワードを入
力します。

2

コントロールパネルの「AppleTalk」を開
いて「Ethernet」を選択します。この設定

は、接続されているすべてのマックで行います。

2

ファイルを
置く側

「表示項目」のポ
ップアップメニュ

ーを「共有」に切り替
えて「このコンピュータ
への接続をゲストに許可
する」のチェックボック
スにチェックを入れ、ダ
イアログを閉じます。

3 コントロールパネルから「ファイル
共有」を選び、ファイルを置く側

（サーバー）のコンピュータの所有者の名
前とサーバーのコンピュータ名を入力し
ます。次に、ファイル共有の「開始」の
ボタンをクリックします。「中止」の表
示に変わればファイル共有が準備された
状態です。

4

図1 iMacと今まで使っていたマックとの接続図
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ウィンドウズユーザーが2台目以降

にiMacを購入するというケースもあ

るでしょう。ウィンドウズマシンとマ

ックではネットワークプロトコルが異

なるので、物理的に接続してもこれ

だけではデータをやり取りすることは

できません。ここでは、ウィンドウズ

マシンとマックとの間でデータ共有

を可能にする「PC MACLAN」や

「DAVE」といったユーティリティー

ソフトを使った方法を説明します。

ディアイティの「PC MACLAN」

は、ウィンドウズマシンでAppleTalk

を利用できるようにするソフトです。

PC MACLANをインストールしたウ

ィンドウズマシンは、AppleShareの

ファイルサーバーにもクライアントに

もなれます。PC MACLANは、ウィ

ンドウズマシンとiMacを一対一で接

続した状態で使用しても構いません

が、複数のマックがイーサネットで

接続され、そこにウィンドウズマシ

ンが1台という状況がもっともコスト

パフォーマンスの高い使い方です

（図2）。

ウイニングラン・ソフトウェアの

「DAVE」は、PC MACLANと逆の

使い方です。つまりマックでウィン

ドウズのネットワークで使うNet

BEUI／NetBIOSというプロトコル

を使えるようにするソフトウェアで

す。DAVEをマックにインストール

すると、マックがウィンドウズネット

ワークのファイルサーバーにもクライ

アントにもなれます。これもウィンド

ウズマシンとiMacの一対一の接続で

も十分に利用するメリットがありま

すが、ウィンドウズマシンが複数あ

ってネットワーク化されているような

環境に、iMac（マック）が1台ある

ような状況で利用するのが最も効率

的でしょう（図3）。

両方のソフトウェアの使い方を順

を追って説明しましょう。

PC MACLANあるいはDAVEという
ユーティリティーソフトを使う方法がおすすめです。

ウィンドウズマシンと
iMacとの間でデータを共有する方法は？2

クライアント側から参照できるようにしたい
フォルダ（ハードディスクやCD-ROMなど
のボリュームでも可）を選択して、ファイル

メニューから「共有...」を選びます（MacOS 8.5
の場合は、ファイルメニューの「情報を見る」→
「共有」を選びます）ダイアログが開いたら「この
項目と内容を共有する」をチェックして、「利用

者／グループ」のポップアップメニューから、4

で入力したユーザー名を選択します。次に、「アク
セス権」のポップアップメニューから「読み／書
き」を選択してダイアログを閉じます。これで、ほ
かのどのマックからもファイルやフォルダにアクセ
スして内容を参照したり書き換えたりできるよう
になります。

5

ファイルを
参照する側

アップルメニューの「セレク
タ」から「AppleShare」

を選びます。先に設定した、ファ
イルを置く側のマックの「コンピ
ュータの名前」に入力した名前が、ダイアログ
右側の「ファイルサーバの選択」の欄に表示さ
れます。アクセスしたいマックを選択して「OK」
ボタンを押します。

1

どのようなユー
ザー名で接続す

るかをたずねられるの
で、「登録利用者」を
チェックして、ファイ
ルを置く側で作成した
ユーザー名を入力し、「OK」をクリックします。アクセスできるフ
ォルダが表示されるので、参照したいフォルダを選択し、「OK」ボ
タンをクリックすれば、デスクトップにフォルダのアイコンが表示
されます（マウントされたという）。

2

ハブ 
 

イーサネットケーブル 

PowerBookiMac Macintosh PC MACLANを 
インストールした 

Windows

PC MACLAN 1ユーザー用36,000円（NT用は45,000円）
メーカー名：株式会社ディアイティ
jhttp://www.dit.co.jp/maclan/）

DAVE 1ユーザー用22,800円
メーカー名：ウイニングラン・ソフトウェア株式会社
jhttp://www.winningrun.co.jp/

図2 PC MACLANを使ったウィンドウズマシンとiMacとの接続図

ハブ 
 

イーサネットケーブル 

WindowsDAVEを 
インストールした 

iMac

Windows Windows

図3 DAVEを使ったウィンドウズマシンとiMacとの接続図
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PC MACLANでウィンドウズマシンを
ファイルサーバーにする場合の設定

ウィンドウズ側
（ファイルを置く側）

「スタート」→
「プログラム」→

「PC MACLAN」→「フ
ァイルサーバ」を選んで
「PC MACLANファイル
サーバ」を起動します。ウィンドウズマシンをファイルサー
バー（ファイルを置く側）にする場合の設定は、すべてこ
のPC MACLANファイルサーバから行います。それぞれの
ボタンを押すと、設定のためのダイアログが開きます。

1

次に、1のボタン「C」を押して「利
用者＆グループ」を開き、P C

MACLANをインストールしたウィンドウズマ
シンにアクセスできる利用者を登録します。
「新規」ボタンを押して、利用者名とパスワ
ードを設定します（ここでは「iMac」という
名前の利用者名を入力）。複数の利用者が
いて、そのすべてに同等のアクセス権を設定
する場合は、「グループ」として登録するこ
ともできます。この場合は、「グループ」下欄
の「新規」ボタンを押して登録します。

3
1のボタン「D」を押して
「共有ディレクトリ」を開き、

マック側（クライアント）から参照
できるようにしたいドライブやディレ
クトリ（フォルダ）を指定します。
ここで、ディレクトリを選び「共有」
ボタンを押すと5の「共有ディレク
トリの設定」画面が表示され、アク
セス権を設定できます。

4

「共有名」に
入れた名前は、

マック側からファイ
ルを参照する際にデ
ィレクトリ名として
表示されます（ここ
では「sharing」という名前を入力）。「所有者」には③で作
成した利用者名（ここでは「iMac」）を入れて、アクセス権
のチェックをすべて入れます。これでサーバー側に置かれたフ
ァイルの読み書きができます。逆にアクセス権を制限したい場
合は、「内容変更」のチェックを外せばファイルの書き込みが
できなくなり、「ファイルを見る」のチェックを外せばファイ
ルが開けなくなります。さらに、「フォルダを見る」のチェッ
クも外すとフォルダへのアクセスもできなくなります。
最後に、開いているダイアログを閉じて、1のボタン「A」を
押せばファイルの共有が開始されます。以上でウィンドウズマ
シン側の設定は終了です。

5

1のボタン「B」を押すと
「ファイルサーバ設定」が開

きます。ここでは、名称の欄にマ
ック側から見たときのウィンドウズ
マシン名（ここでは「K6-Win」）
を入れます。下欄の各種項目は、
必要に応じて設定しますが、初期
設定のままでも問題ありません。

2

iMac
PC MACLANを 
インストールした 

Windows

共有 
フォルダ 

iMacから 
ウィンドウズの 

フォルダにアクセス 

iMac側
（ファイルを参照する側）

iMac側の設定
は、Q1のマッ

ク同士のファイル共
有での「ファイルを
参照する側」の設定
と同様です。「セレク
タ」を開いて、「Apple
Share」アイコンを選択します。右側にファイルサーバー
に設定されているコンピュータがリストされます。ウィンド
ウズマシン側での設定2の「名称」に入れた名前（ここで
はK6-Win）を選択して、「OK」ボタンを押します。

1
2ウィンドウズマ
シン側で登録した

利用者名とパスワードを
入力し「OK」ボタンを
クリックすると、ウィン
ドウズマシン側での設定
5の「共有名」に入れた名前がリストされます。設定した
「sharing」を選択して「OK」ボタンを押します。
以上の操作で、iMacのデスクトップに「sharing」という名前の
共有フォルダのアイコンが表示されます。あとは、Finderと同様
の操作でウィンドウズマシンにアクセスできます。

2

A B C D
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PC MACLANでiMacを
ファイルサーバーにする場合の設定

iMac側（ファイルを置く側）
iMacをファイルサーバーにする場合のiMac側の設定は、Q1の「すべてのマッ
クの設定」および「ファイルを置く側のマックの設定」とまったく同じです。

Q1をよく読んで同様の設定を行ってください。

1

iMac
PC MACLANを 
インストールした 

Windows

ウィンドウズから 
iMacの 

フォルダにアクセス 共有 
フォルダ 

ウィンドウズ側（ファイルを参照する側）

ウィンドウズマシンがマッ
クとネットワークを介して

データを共有するにはAppleTalk
というプロトコルが必要です。
PC MACLANをウィンドウズマ
シンにインストールすると、Apple
Talkプロトコルも自動的にイン
ストールされます。まず、コント
ロールパネルの「ネットワーク」で、AppleTalkがイ
ンストールされているかどうかを確認します。

1 デスクトップの「ネッ
トワークコンピュータ」

を開き、そこからさらに「ネ
ットワーク全体」を開きます。
そこにウィンドウズマシンから
アクセスできるコンピュータの
一覧がリストされ、ここにフ
ァイルを置く側のマックのマ
シン名が表示されています。これを開くと、
iMac側で指定した共有フォルダが表示されます。

2

DAVEでiMacを
ファイルサーバーにする場合の設定

DAVEを 
インストールした 

iMac
Windows

ウィンドウズから 
iMacの 

フォルダにアクセス 共有 
フォルダ 

iMac側（ファイルを置く側）

まずNetBIOSとTCP/IPの設定をして
おく必要があります。「NetBIOS」コント

ロールパネルでは、ウィンドウズマシンと通信す
るために「名前」（ここではマシン名として
「IMAC」と入力）と「ワークグループ」（ここでは
「OFFICE_YOSHIDA」と入力）を入力します。
次に、「TCP/IP」コントロールパネルでは、「経
由先」を「Ethernet」に、「設定方法」を
「手入力」にして、「IPアドレス」にプライベートアドレス
の「192.168.0.1」を、「サブネットマスク」に「255.255.
255.0」を入力します。

1
iMacをウィンドウズマシン
側から参照できるようにす

るには、「DAVE共有」コントロ
ールパネルを使います。コントロ
ールパネルから「DAVE共有」を
開きます。右上のポップアップメ
ニューが「設定」であることを確
認して「ファイルとプリンタの共有」を「入」に、
「共有レベルのアクセス管理」にチェックを入れます。

2

共有リソース
を選択すると

共有名やパスワード、
アクセス権の設定を促されます。アクセス権の設定
は左下のポップアップメニューから「読み取り専用」
や「フルアクセス」、「パスワードで区別」が選べま
す。ここでは読み書き可能な「フルアクセス」を指
定しています。それぞれ指定したら「OK」ボタンを
押してダイアログを閉じます。

4次に、ウィンドウズマシン
側から参照できるように

したいフォルダを指定します。2

の「DAVE共有」コントロールパネルの「共有」ボタ
ンを押すと「共有リソース」の指定ができます。共有リ
ソースとはつまり他のコンピュータから参照できるフ
ォルダのことです。「追加」ボタンを押してフォルダを
選択します。ここではサーバー側にある「KYOUYUU」
というフォルダを指定しています。

3
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DAVEでウィンドウズマシンを
ファイルサーバーにする場合の設定

DAVEを 
インストールした 

iMac
Windows

iMacから 
ウインドウズの 

フォルダにアクセス 共有 
フォルダ 

ウィンドウズ側（ファイルを置く側）

iMac側（ファイルを参照する側）

ウィンドウズマシン側
の設定としては、まず、

「iMacをファイルサーバーにす
る場合」のウィンドウズ側の
設定の①と②と同様の設定を
しておく必要があります。こ
の設定を確認したら「アクセ
スの制御」タブに切り替え、
アクセス権を「共有レベルでアクセスを制御する」に
設定します。ここまで設定したら「OK」ボタンを押
します。再起動などを促されたら指示に従います。

1 iMac側から参照できるようにしたいディレ
クトリを設定します。ここではあらかじめ

「Sharing」というディレクトリを作成しておきまし
た。このディレクトリを右クリックして、「プロパテ
ィ」を選択して「共有」タブを押します。ここで
「共有する」をチェックして「アクセスの種類」で
アクセス権を設定します。共有名に入れた名前は
ファイルを参照する際にディレクトリ名として表示
されます。「OK」ボタンを押して「プロパティ」を閉じると、ディレクトリ
のアイコンが変わり、共有されていることが分かります。これでウィンドウ
ズマシン側の設定は終了です。

2

iMac側では、サーバーと同時にインストールさ
れる「DAVEクライアント」を使ってウィンド

ウズマシンに置かれたファイルを参照します。「セレク
タ」から「DAVEクライアント」アイコンを選択しま
す。右側にはウィンドウズマシンが表示されます。こ
こで、ウィンドウズマシン側の「ネットワーク」コン
トロールパネルで設定したコンピュータの名称である
「K6」を選択して「OK」ボタンを押します。

3 共有できる
ディレクト

リが表示されるの
で、「SHARING」
というディレクトリを選択して「OK」ボタンを押し、
セレクタを閉じます。以上の操作で、iMacのデスク
トップに共有ディレクトリのアイコンが表示され、ウ
ィンドウズマシンにアクセスできるようになります。

4

ウィンドウズ側（ファイルを参照する側）
ウィンドウズマシン側の設定としては、まず、
コントロールパネルから「ネットワーク」を選

び、「現在のネットワークコンポーネント」に
「Microsoftネットワーククライアント」、「ネットワー
クアダプタ」、「NetBEUI」、「TCP/IP」、「Microsoft
ネットワーク共有サービス」があるかどうかを確認
します。なければ、「追加」ボタンをおして、各コン
ポーネントを追加します。
次に、「TCP/IP」のプロパティを開いて「IPアドレ
ス」を設定します。IPアドレスにはプライベートアドレスの「192.
168.0.2」を、サブネットマスクには「255.255.255.0」を入力します。

1

次に、「ファイル
とプリンタの共

有」ボタンを押し、次
の画面では「ファイルを
共有できるようにする」
にチェックを入れます。
「OK」を押してダイアログを閉じます。

2

「ネットワーク」コントロ
ールパネルの「識別情報」

タブを押します。ここで「コン
ピュータ名」（ここでは「K6」
と入力）と「ワークグループ」
のそれぞれの名称を入力します。
この「ワークグループ」の名称
は、必ずiMac側の設定①で入れたワークグループの名称
と同じにしてください。これで設定は終了です。

3

デスクトップにある「ネットワ
ークコンピュータ」を開いて

iMacにアクセスしてください。

4
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従来からのマックユーザーは10

BASE-2で接続されていることも多

いかもしれません。その場合は、

10BASE-Tと10BASE-2の両方の

コネクターを持つハブを介すなどして

10BASE-2と10BASE-Tを行き来

させます（図5）。エレコムの「LD‐

HB4」やプラネックスコミュニケー

ションズの「EH-802A」といったハ

ブは、1万円を切る値段で購入でき

ます。

物理的な接続が済んだらファイル

共有をするためのMacOSの設定を

行います。この設定はQ1の回答を

参照してください。

10BASE-Tと10BASE-2の
両方のコネクターを持つハブを介して接続します。

10BASE-2で構築しているネットワークに
iMacを接続する方法は？4
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iMacにはIrDAのポートが備わって

いますが、通信できる機種は、

PowerBook 2400、3400、G3シリ

ーズのみとなっています。これらの機

種とは、赤外線を使った通信ができ

ます。

通信するには、まずiMacの赤外

線ポートとPowerBookの赤外線ポ

ートを向かい合わせます。このとき、

両者の距離は1メートル以内にしま

す（図4）。PowerBookの位置によ

っては、iMacの底面のスタンドを起

こしておくと角度がついて通信が不

安定になることがあるので、そのよ

うな場合はiMacのスタンドを元に戻

しておきます。

次に、それぞれのマックでIrDAポ

ートの設定とファイル共有の設定を

行います。

PowerBook 2400、3400、G3シリーズなら
データ共有が可能です。

iMacのIrDAポートを使って
PowerBookとデータ共有はできますか？3

Macintosh Macintosh iMac

ハブ 
 

10BASE-2
ポート 

イーサネットケーブル 
10BASE-2用同軸ケーブル 

10BASE-T
ポート EH-802A 9,800円

インターフェイス：10BASE-T×8、10BASE-2×1、10BASE-5×1
メーカー名：プラネックスコミュニケーションズ株式会社
jhttp://www.planex.co.jp/

lD-HB4 8,800円
インターフェイス：10BASE-T×4、10BASE-2×1
メーカー名：エレコム株式会社
jhttp://www.elecom-laneed.com/
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IrDA
ポート 

IrDA
ポート 

1メートル 
以内 PowerBookiMac

IrDAポートを使ったデータ共有の設定

iMacの「赤外線」
コントロールパネル

を開いて、「経由先」が
「赤外線（内蔵）」になっ
ていることを確認します。

1 App eT a l k で接続するには
「AppleTalk」コントロールパネ

ルで「経由先」を「赤外線通信ポー
ト（IrDA）」に切り替えます。同様の
操作をPowerBook側でも行います。あとはQ1で説明したよ
うに、ファイルサーバーとなるマックでファイル共有の設定を
して、クライアント側では「セレクタ」の「AppleShare」を
使ってファイルサーバー側のマックをマウントします。

2

図4 IrDAを使ったデータ共有

図5 iMacと10BASE-2で構築して
いるネットワークとの接続図
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すでにLocalTalkでネットワークが構築さ

れている環境にiMacを接続するとなると、

何らかの方法でiMacのイーサネット（Ether

Talk）とLocalTalkとを橋渡ししなければ

なりません。そのためには、専用のルーター

やブリッジなどのハードウェアを利用するか、

ソフトウェアブリッジを利用します。ただし、

AppleTalkは使えてもTCP/IPが使えないも

のもあるので注意が必要です。

●専用のハードウェアを用意する

ハードウェアとしてのルーターやブリッジ

は、イーサネットポートとLocalTalk用のポ

ートを持ち、プロトコル変換などをしてくれ

ます。AppleTalkやTCP/IPが使えるLocal

Talk／イーサネットのルーターには「Netopia」

があります。また、AppleTalkは使えます

がTCP/IPが使えないEtherTalk／Local

Talkのブリッジには「AsantTalk」や「Ether

Mac PowerBook Adapter」があります。ほ

かに、「EtherMac iPrint LT」を使えば、Local

Talkネットワーク上のプリンターをiMacな

どイーサネットを持つマックから利用できま

す（図6）。

●ソフトウェアブリッジを使う

ハードウェアのブリッジと同様の機能を実

現するソフトウェアとして、アップル社の

「LocalTalk Bridge」があります。これをイ

ーサネットとLocalTalkポートを併わせ持つ

マックにインストールすることで、マック本体

をLocalTalk／EtherTalkのブリッジにでき

ます（図7）。このソフトは、現在「LT_and_

LW_Bridge_ 2.1.sea.bin」という名前で米

国アップル社のホームページから無料で入手

できます（http://www.info.apple.com/

swupdates/）。

専用のハードウェアを用意するか
ソフトウェアブリッジを使います。

AppleTalk（LocalTalk）で
構築しているネットワークに
iMacを接続する方法は？

●拡張子

拡張子の有無は大きな問題です。マック

ではファイル名に拡張子を付けません。拡

張子とはご存じのようにファイル名の最後

に付く、例えば「.jpg」のようなピリオド＋

ファイルの属性を示す3文字の欧文のこと

です。マックでは拡張子の代わりに「Type」

と「Creator」 という属性を示すものがフ

ァイルそのものに埋め込まれています。その

ため、マックからウィンドウズにファイルを

渡すときには、そのファイルがどのようなフ

ァイルなのかが分かるように、ファイル名の

末尾に「.txt」、「.jpg」、「.gif」、「.htm」の

ような拡張子を付ける必要があります。

逆に、ウィンドウズマシンからマックにフ

ァイルを渡す場合は、マック側で拡張子を

判断してファイルを開くので問題ありませ

ん。本来なら、マックは「Type」と

「Creator」の情報がないとファイルが開け

ないのですが、「PC Exchange」という機

能によってファイルを開くことができます。

PC Exchangeはコントロールパネル

（MacOS 8.5では「File Exchange」コン

トロールパネル）で、登録されていない拡張

子をアプリケーションに任意に関連付けで

きます。ただし、アプリケーションがそのフ

ァイルのタイプに対応していて開けることが

前提になります。

●ファイル名に使用する文字

ウィンドウズで禁止されている文字をファ

イル名に使用すると、ウィンドウズマシンに

渡ったときに、ファイル名の文字が化けて

しまいます。また、DAVEなどのユーティリ

ティーソフトを使用するときに、iMacのユ

ーザー名などに禁止されている文字を使う

と、ウィンドウズマシンではアクセスするで

きません。

ウィンドウズで禁止されている文字がある

ということを知らないと、トラブルの原因を

特定できないことにもなりかねません。

●ファイル名の長さ

ファイル名の長さにも注意が必要です。

DOSやウィンドウズ3.1、ウィンドウズ95

や98、ウィンドウズNT4.0、MacOS、そ

れぞれに使用できるファイル名の長さの上限

が決まっています。ウィンドウズ3.1は拡張

子以外が半角8文字まで、ウィンドウズ95、

98、NT4.0は半角255文字まで（ロングフ

ァイルネームという）、MacOSは半角31文

字までとなっています。ウィンドウズ95な

どのロングファイルネームのファイルをiMac

にコピーしてきた場合、ファイル名の後半

が省略されて表示されますが、読み書きは

可能です。

なお、MacOS 8.5はロングファイルネー

ムに対応しているので、ウィンドウズのロン

グファイルネームも省略しますがきちんと表

示します。しかし、ウィンドウズ側では、ま

だDOSの8文字までという制限を引きずっ

ている部分があるので、できれば8文字＋拡

張子という制限内でファイル名を付けるよ

うに習慣化しておきましょう。

拡張子とファイル名に使用する文字、
ファイル名の長さに注意してください。

iMacとウィンドウズマシンとの間でデータを共有するときに
注意する点は？

5

6

Netopia
EtherMac iPrint LT
EtherMac PowerBook Adapter

171,500円
26,000円
52,800円

AsantTalk 25,000円

MacintoshMacintoshiMac プリンター 

イーサネットケーブル 
LocalTalk

EtherMac iPrint

販売元：株式会社ディアイティ
（開発はFarallon社）
jhttp://www.dit.co.jp/

販売元：丸紅ソリューション
（開発はAsante Techmologies社）
jhttp://www.msol.co.jp/

図6 EtherMac iPrintを使ったiMacとの接続図

MacintoshLocalTalk Bridgeを 
インストールした 

Macintosh

iMac プリンター 

イーサネットケーブル 
LocalTalk

図7 LocalTalk Bridgeを使ったiMacとの接続図

ウィンドウズでファイル名に使用できない文字
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